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項	 推定値	 標準誤差	 t値	 p値(Prob>|t|)	
切片	 8.444078	 0.904544	 9.34	 <.0001	
出時子重	 0.55015	 0.114553	 4.8	 <.0001	
10M児体重変化量	 0.600681	 0.046935	 12.8	 <.0001	
妊前BMI	 0.210122	 0.014136	 14.86	 <.0001	
腹八分	 1.048702	 0.071358	 14.7	 <.0001	
食速度	 1.173924	 0.088973	 13.19	 <.0001	
活動	 -0.52482	 0.132371	 -3.96	 <.0001	
























度数 	　　　　　 2948 	  	  
平均値 	　29.35	  	  
中央値 	　29.00	  	  
最頻値 	　30 	  	  
BMI　　平均値　21.58	  
肥満　　　　　　　13.8％	  
やせ　　　　　　　13.6％	  
母の出産時年齢と体格  	
平成27年国民健康・栄養調査報告	
やせの者及び低栄養傾向の者の割合の年次推移（20歳以上）	
（％）	
妊娠する時期の女性が	  
最も痩せている！！	
平成27年国民健康・栄養調査報告	
平成27年国民健康・栄養調査報告	
子どもを産み・育てる世代
の朝食欠食が多い	
20代女性	
【考察】	  
　小学４年生の体格に最も影響力があるのは、妊娠前のBMIで
あった。すなわち、太った母からは太った子どもが育ち、やせた
母からはやせた子どもが育つ。	  
　この度の結果では、母の妊娠前体格をみると、肥満とやせはほ
ぼ同頻度で存在し、肥満のみならず、やせも同様に大きな問題
であると考えられた。母に肥満がある場合、耐糖能異常の有無
にかかわらず次世代の肥満や耐糖能異常に関連する。一方、母
のやせは早産や低出生体重児、児のNCDｓのリスクを生じ、しか
も、受精時の栄養状態が既に関与しているとも言われている。　	  
　現在の日本において妊娠期を迎える女性のやせは社会的問題
である。この度の検討では、やせた母から児の肥満はみられな
かったが、今後もNCDｓの発現に注意して見守る必要があると考
えられる。	
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